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問題提起 
通常の 4 世紀のキリスト教共同体カタコンベ壁画が手馴れた筆遣いではあるが節約をモットーと

して描かれているように見えるのに比べ、ヴィア・ラティーナ・カタコンベ（以下VLC と略記）
では細部にわたるまで豊かさが誇示されている。それは富裕の出資者による私的な領域の地下墓で
あることに由来する。凝灰岩の地層から巧みに掘りだされた多角形や連続する墓室プラン（図
1.ヴィア・ラティーナ・カタコンベ平面図）、破風・ヴォ―ルト天井・円柱は地上の贅沢な霊廟建
築を模し（いわゆるnegative architectureとして知られるもの）、本物の大理石部材も時おり使用
する。壁画に関しては、ポンペイ第 1 様式から第 4 様式まで発展した後終焉した、建築再現が復活
し、あらゆる細部にモザイクの領域で鍛えられた豊富な装飾モティーフが描かれる。個々の人物像
が画面いっぱいに大きく描かれ、さらには公共浮彫に現れるような群衆表現がカタコンベに初めて
登場している。また、個々の場面も単純な「救済の範示」図像を離れ、カタコンベ壁画では類例の
ない物語表現に富んだ新旧約聖書主題のほか、神話主題や擬人像が大々的に採用されている。ここ
に埋葬された人々は、自らがローマ文化の一員であることをまず強調し、また碑文で明言はしない
が貴族的で公的なニュアンスを滲ませようとしているように見受けられる。 

本論文では、まず墓室 E に描かれた女神像の見過ごされてきた細部の新解釈を手がかりに、壁
画の図像生成の背景と古代末期の人々の心性を解き明かし、発注者に関して新解釈を提示するもの
である。 

カタコンベの異教神：古代末期の宗教観
【論　文】
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図1．ヴィア・ラティーナ・カタコンベ平面図

図2．女神像、ヴィア・ラティーナ・カタコンベ、墓室E、アルコソリウム奥壁

第1章　墓室E 
墓室Ｅの主役は古イタリアの大地の女神である、テッルス（図 2）と解釈されてきた女神である1。

この女神は、矩形プランの墓室 E（2.4×2.3m, 天井高 3.32m）の奥壁に 1 基だけ掘られたアルコソ
リウムの半月形壁面の中心に描かれる。「テッルス」は、大地に横たわり、左肘を籠に載せて斜め
に起こした上半身を支える。そもそもカタコンベ壁画で非常に珍しい女性の半身ヌード（しかも正
面向き）は目を引くが、淡い灰色の半円形の岩の連なりの遠景による構図線がさらに全身を際立た



3　

せる。1 匹の蛇が地面から籠を這い上り、女神の左手首に二重に巻きついて、頭部を女神の胸の前
でもたげている。女神は腕輪、首飾り、耳飾りのほか、まとめた髪にリボン（tainia）をターバンの
ように巻いて装飾豊かに美しさを誇示する。女神は通例のカタコンベ壁画の登場人物よりはかなり
大きく、また両脚は交差させて右足は壁画の枠を超えて前に出ているように描かれる。女神は何か
特別な力を発揮するかのように右手を広げて胸の高さに挙げている。大地にじかに横たわる女神の
周辺には、黄褐色の穀物と緑の葉をつけた赤いバラが描かれて、豊かな大地の実りを表現する。ま
た今まで言及されてこなかったが、女神の下半身と左腕を覆う赤い布（パラ）には、濃い赤茶のフ
リンジが付いている。

確かに半裸で大地に横たわる姿は、同時代のテオドシウス帝ミソリウムやパラビアゴのパテラ
（図 3）などの下方に登場する大地の女神と似ているものの、VLC墓室 E ではプットーが不在で母
性は強調されていない。またテッルスとは別の要素が認められる。すなわち、画面向かって右端の
麦とバラの花の背後には、これまで解釈されてこなかった十字形の物体が描かれる。これは女神の
肩と同じくらいの高さの垂直に立つ灰色のスティック状のもので、上部に黄褐色の丸い部品、その
やや下に短い水平の横木が取り付けられている。発見者フェルーアはヘルマ柱2、グワルドゥッチ
は石碑3とするが、そのようなものが描きこまれた理由を説明していない。筆者の考えでは、これ
は古代の船の「舵」である。舵は、船の進路を決める道具であり、運命の女神フォルトゥーナの持
物でもある。墓室Eの女神は、通例のフォルトゥーナのように舵と豊穣の角を携えるのではなく、
舵は離れたところに曖昧に置かれ、豊穣の角はない。また墓室Eの女神の上半身裸で下半身を覆う
衣の濃い赤茶のフリンジ、頭部のターバン、周囲に生えるバラと麦、横たわるポーズという特徴は
フォルトゥーナにしては特殊である。 

図3．大地の女神達　（左）テオドシウス帝ミソリウム（反転・部分）　（右）パラビアゴのパテラ（部分）
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図4．イシス女神 図5．イシス女神巨像 図6．イシス・フォルトゥーナ浮彫

まず、イシス女神4は、ポンペイ出土で現在ナポリ国立考古学博物館蔵のイシス立像の壁画（後
62-79年）に現れるように下半身を覆う赤茶の羊毛のフリンジのついた衣装（図 4）をまとい、多く
の場合衣は胸の前で結び目を作っている。カンプス・マルティウスのイシス神殿に属していた多く
の像の一体と考えられている、サン・マルコ前に置かれたイシス巨像（通称ルクレツィア）にもこ
のフリンジと結び目が表現される（図 5）5。イシスは、再生をもたらすナイル川の氾濫の神として、
また航海の神として、さらに知性の神として、またフォルトゥーナと習合して、舵を持つイシス・
フォルトゥーナとして（図 6．イシス・フォルトゥーナ像台座浮彫、おそらく第 3 行政区イシス神
殿、ウェスパシアヌス帝あるいはドミティアヌス帝時代、カピトリーノ美術館蔵）、共和政期のイ
タリア半島で広く知られていた6。

VLC墓室Eのバラの花と上半身裸で表現された女神の組合せは、ウェヌス（アフロディーテ）を想
起させる。共通の特徴を持つ像が、現在カピトリーノ美術館収蔵の帝政初期の《エスクィリーノの
ヴィーナス》（図7）である。この作品は全裸の立像だが、リボンでまとめた髪型、バラの花（水瓶の
下の箱にはバラが詰め込まれる）、水瓶に巻きつく蛇（ウラエウス）といった特徴が墓室 E の女神と
共通する。この像は、イシスのサンダルを履き、イシス教入信式のため全裸で表現される、イシス・
アフロディーテの像である。ホイバーによると、《エスクィリーノのヴィーナス》は、ヘレニズム期
のエジプトで習合したイシス・アフロディーテで、ローマのオッピウス丘のイシス神殿に奉納され
た像である7。このように墓室Eの女神は、イシス・アフロディーテ像の特徴をも示すといえる。
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図7．エスクィリーノの
ヴィーナス

図8．デア・シリア祭壇台座浮彫及び細部（神域内糸杉）

《エスクィリーノのヴィーナス》が立像であるのに対し、墓室 E の女神は、大地に横たわるポー
ズをとる。これは大地・海・川・泉・都市・場所などの神性に一般的に用いられるポーズである。
特に大地の女神のポーズであり、テッルスとして表現されたデア・シリア（アタルガティス）であ
る可能性もある。デア・シリアは、シリアの水と豊穣の女神で、天の神ハダドの妻8だが、奴隷の
守護神としてローマに導入された。奴隷は言うまでもなく地中海交易の重要な商品であった。シリ
ア人奴隷は、前69年まで重要な奴隷の市場であったデロス島の奴隷市場を経由してローマに運ば
れた9。コアレッリによると、カピトリーノの奴隷市場の売出しはカピトリーノのイシス神殿祭司
が担った10。このようにデロス島経由で奴隷とともにイシスとデア・シリアの両方がローマにもた
らされたのである。アフロディーテ、アスタルテ、デア・シリアにとって鳩は共通に神聖であり、
それぞれの聖域で飼われ、それぞれの女神のアトリビュートとなり、女神自身も相互に同一視され
た11。《デア・シリア祭壇浮彫》（図 8）（ 1 世紀制作、3 世紀に修復、カピトリーノ美術館）の女神が
ウェヌスの特徴を示し、また背景のテメノス内にシリアの聖樹である糸杉が表されるのは、ローマ
でウェヌス－デア・シリアとして習合したものの反映であると考えられる12。

墓室E奥壁左右の赤い斑入り大理石を模した円柱、左右壁上部の三連アーチ、天井はヴォ―ルト
といわゆる「負の建築」（ネガティヴ・アーキテクチャ）は豪華である。三連アーチの下部には変
化をつけたウェヌスにゆかりの貝殻（傘）モティーフが描かれ、その下にはそれぞれ羽衣をまとっ
た 6人の若い女性（ニンフ）が飛翔している。このニンフは、安全な航海を保証するそよ風の擬人
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像であり、またカンプス・マルティウスのアンノーナの設備であるニンフ神殿と関わる存在であ
る。彼女らの左右には縦長のパネルに多様な連続花文が充填されるが、バラの花は言うまでもな
く、ウェヌスとの関連から選択されている。入口上部には大きな貝殻モティーフが描かれ、左右壁
には枝に舞い降りる鳥が 1 羽ずつ描かれる。天井には墓の護符として中央メダイヨンにゴルゴネイ
オンが置かれ、周りにテュルソスと犠牲獣（羊と山羊）、唐草装飾のある器が置かれる。円柱で支
えられた奥壁と天井の境のアーチの花綱の中央にウェヌスのピクシス（化粧瓶）が置かれ、さらに
そのアーチ下にはディオニュソスとの関連を示唆する演劇の仮面が、またアルコソリウム上部には
灰の中から復活するフェニックスと同一視された巨大な孔雀が二羽描かれる13。 このように、天
井を含む全ての壁面が、異教神像（航海の守護神を含む）の図像で満たされ、細部の装飾にも様々
な神話の神々に関する持物が注意深く配置されている。 

 
第2章　墓室 I

VLCの墓室 I にもデア・シリアに関わると考えられる画像がある。すなわち、副次的墓室aおよ
びbへの入口通路の上の半円形壁面には、二羽の鳩に挟まれ、向って左にデア・シリアを表す器に
入った糸杉（つる草が螺旋状に巻いている）、向かって右にイシス・フォルトゥーナの持物の舵が
描かれる（図 9・図10）。周辺にはバラ（アフロディーテ）と麦（デメテル）が間を埋めるように描
かれ、デア・シリア、イシス・フォルトゥーナ、アフロディーテ、デメテルと何重にも習合した女
神の顕現がここでも繰り返し描かれていることになる。

図9．墓室 Ib入口、《神々の顕現》 図10．墓室 Ia入口
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この六角形プランの墓室 I の六辺は、中心軸に通路、左右に三連アルコソリウム二基と副次的墓
室a・bへの通路で占められる。壁画の主題は、六角形の天井には哲学者図像（図11）、三連アルコ
ソリウムの奥壁に、《キリストと二使徒》（左、e）（図12）といわゆる《医学の授業》（右、h）（図13）
が選択され、副次的墓室への通路の左右の壁面にも哲学者（aに若者 2 名、bに老人 2 名）が描かれ
る。《医学の授業》とされる壁画は、ヘレニズムの「七賢人」の図像から発展したもので、古代末期
に中心人物を別格化することにより成立したキリストと十二使徒の図像のヴァリエーションを群衆
表現で増幅させたものであり、哲学者図像の範疇である。つまりこの墓室 I の壁画図像は、哲学者
のテーマでまとめられていると言える。すなわち、2 つのアルコソリウム奥壁の主題は、一つは真
の哲学者としてのキリストの顕現、もう一つは死と再生に関する哲学論議を行うキリスト教以前の
古い哲学あるいは宗教の場面が表現される。このような神々の表現は先ほどのデア・シリア＝イシ
ス・フォルトゥーナ＝アフロディーテ＝デメテルといった足し算式の神々の表現と近いものである
といえる。

また先述の様に、六角形プランがことさら選択されたことにも意味があると考えられる。六角形
構図は、太陽を中心に据え、ほかの 6 つの惑星を周辺に配置した、モザイクや神殿に採用された。
たとえば、シリアのパルミュラのベル神殿祭室天井や、レバノンのバールベックのユピテル・ヘリ
オポリタヌス神殿において、宇宙論的なユピテルを中心として、七惑星が六角形の中に表現されて
いる。六角形は太陽神としてのベル神崇拝との深い関わりが指摘されている14。墓室 I の作られた
古代末期には、太陽神を中心とする一神教へ多くの神々が習合していったことと、この墓室の六角
形プランや神々の習合とは関わりがある可能性が考えられる。古代末期に異教神学が新プラトン主
義や神秘主義を取り込んで、最高神の考えを取り入れ、クライマックスを迎えた。背教者ユリアヌ
ス帝は、イアンブリコスに多くを負う、異教神学者であり、死後の生と、個人と社会生活において

図11．墓室 I天井 図12．キリストと二使徒 図13．医学の授業
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期待する恩恵の両方を保障するものへ、公的宗教を再編することを提案した15。「一つの」、あるい
は「良い」、神は、ヘリオスとして顕れ、その神から重要でない神々が創造されたというのが、ユ
リアヌス帝の唯一神異教神学の中心にあると考えられる。

古代末期の異教神学における太陽神の重要性は、マクロビウスにも表れる16。マクロビウスは、
ギリシアとローマの全ての神々の神話は、一つの最高神である太陽のアトリビュートであるとする。
すなわち、太陽神は、アポロ、メルクリウス、ヘルメス、ヤヌス、リーベル・パーテル、バッカ
ス、ディオニュソス、ゼウス、イアオー、ハデス、アエスクラピウス、ヘラクレス、セラピス（セ
ラピスと対になるイシスは太陽のもとに横たわる大地）、アッティス、オシリス、ホルス、パン、ハ
ダドなどである17。新プラトン主義の影響を受けたこのような考えが、イシスやヘラクレスの姿に
様々な神々の姿を重ね合わせる壁画の読み取りを可能にし、また墓室 I 天井中央メダイヨンの哲学
者像の至高の太陽神の表現を可能にしたと考えられる。

一方、ほかに六角形の建築物として重要なものは、ハドリアヌス帝によるオスティア港である。
この六角形の港は現在も残る。六角形の平面図が明確に示されたコインおよび縁付コインあるいは
メダル（コントルニアーティ）が、ハドリアヌス帝時代及び古代末期に鋳造されている。この墓室
の発注者はおそらく港を重要な仕事場とする交易従事者であって、特徴的な六角形プランのオス
ティア港に非常な重要性を認めていたと考えられる。

カタコンベにおいて六角形プランの墓室は数少ないものの、やや歪んだ形のものも含めると、
VLCのほかに11か所が数えられる。ヴィビア 1、カリスト 3、マルコ・エ・マルチェリアーノ 1、
ドミティッラ 6（墓室番号39, 40, 48, 68, 69, 74）である。多くが集中するドミティッラの六角形墓
室は、すべて壁画で装飾され、豪華なつくりが特徴となっている。このうち、墓室74（フォルナイ
の墓室）は、特に、穀物升モディウスやパン及びパン籠を持つ人物、船から穀物の入った袋を運搬
する人々、疑似大理石などを描いて、VLCの図像と比較すべき作例となっている。「パン焼き職人
の墓室」というより、アンノーナに従事した船主あるいは船主組合（corpus navicularii）の墓室と
考えるべきであろう18。このように考えたときに、六角形の墓室プランは、穀物をエジプト（ある
いはアフリカやシチリア）から輸入していたアンノーナにかかわる船主と考えることは、無理なこ
ととは言えないだろう。

ローマ人は利益を与えてくれる神に祈願・奉納・供儀を行い、利益を与えない神を忘れて行っ
た。従ってローマの宗教は体系を構成することはなかったのである。墓室 I においても、おそらく
地中海交易に従事した発注者にとって、有益な神々を次々と列挙して行き、またそれぞれの神々が
習合していった結果、このような画像が出来上がったと言える。また、そのような神々の中にキリ
スト教の神が含まれていても不思議はなかったといえる。
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第3章　古代末期のイシス女神 
「異教」は禁止され、キリスト教が国教化された 4 世紀後半から 5 世紀初めにおいて、イシス（デ

ア・シリア、フォルトゥーナ、アフロディーテ、テッルスと習合）が描かれ得たのはどのような理
由だろうか。 

VLC における（あるいは古代末期全体の）異教神の表象に関する議論には、キリスト教的解釈19、
宗教的内容が伴わない世俗的なアートとしての異教的イメージ20、古代末期におけるヘレニズム文
化の浸透の結果21と貴族の教養としての神話の尊重22、古い宗教に対する様々なレベルのシンパ
シー、あるいは、異なる宗教間における共有（信仰、死後の復活と言った考え、芸術、身振り、様
式、図像）23、多神教的宗教慣例の温存24と様々な考えが提示されてきた。 

異教神への祭祀が行われた神殿の運命は、異教禁止令発布当時どのようなものだったのか。キリ
スト教文学で人気のあるテーマとして取り上げられているように、神殿破壊や、アレクサンドリア
のヒュパティアのような異教徒に対する非寛容の仕打ちが何のためらいもなく行われていたのか。 
ビールマンは、アンミアーヌス・マルケリーヌス（Amm. Marc. XVI, 5-21）やクラウディアヌス

（De sexto Consulati Honorii Augustii, 41-55）のテキスト中でローマの異教神殿建築が賞賛され、
354 年の暦は異教神祭日を列記していることを述べる25。4～5 世紀当時、非キリスト教祭祀が継
続して活発に行われており、ローマ知事Praefectus urbiによる神殿維持活動や改修についての碑文
も多い26。神殿は、皇帝財産とみなされ公費で保存修復がされるべきものであり、また、神殿の美
術的歴史的価値のゆえにも保存されるべきものと一般的に理解されていた27。

ローマでは、度重なるテヴェレ川氾濫、408 年の地震、410 年のアラリックの侵入など、4 世紀
末から 5 世紀初めに災害が頻発する28。丈夫なローマン・コンクリート工法の公共建築物も次第に
損壊して行き、公費で修復がされることも少なくなり、徐々に私的占有されていく過程を示すこと
となった29。まず川に近くもともと湿地だったカンプス・マルティウスが初めに打撃を受けたが、
機能を完全に失うほど決定的ではなく、ポンペイユス劇場とマルケッルス劇場の修復の記録がある30。
ペンサベーネによると、435 年になって初めてテオドシウス2世の法令で全ての異教祭祀を禁止し、
異教神殿を破壊して教会に変えることが奨励された31。

ローマ以外でも、異教神殿はすぐ破壊されたわけではない。テオドシウス帝は、エデッサの異教
の神像を芸術品として保護するように命令した32。また12世紀のアンティオキア総主教の記事に従
うと、4世紀の都市アレクサンドリアには、全体で2478神殿（住宅は24296軒）があったとされる33。
このように考えると、VLC壁画の描かれた時代には、異教神殿はまだ公共財産であったため、都
市内に憚らず存在し、公に修復もされた。 

公的な法的根拠を持つ神殿の場合は以上のようであった。私的な領域で異教神像を祀ることに
は、なおさら何の規制もなかったであろう。1937年、ローマのラティーナ門付近のヴィッラ・グ
ランデのアラディウス家（Aradius）のドムス住宅のララリウムから、18体の異教神像が出土した34。
アントニヌス朝に建てられてコンスタンティヌス朝に改修された住宅である。神像は、現在ローマ
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国立考古学博物館テルメ館に収蔵のイシス像（図14）、ディオニュソス－オシリス像、デメテル－
イシス像、ヘラクレス－ ルポクラテス像が、一緒に出土している35。 

このアラディウス家はセプティミウス・セウェールス帝時代から 5 世代にわたって元老院で活躍
した名家で、家の主人アラディウス・ルフィヌス（Aradius Rufinus）は、 ローマ知事Praefectus 
Urbiとして アンノーナに携わっていたので、376年にローマの港ポルトゥスのイセウム（イシス神
殿）を改修していることがわかっている36。イシス神殿は、倉庫に保管された穀物を守護する重要
な施設であったからである。彼がキリスト教に改宗したのは、ユリアヌス帝の死（363年 6 月）と
376年の間で、飢饉のときにローマから外国人を追い出さなかった功績により、アンブロシウスか
らも賞賛されている37。 

彼がイシス神殿を改修したのは、自身のキリスト教改宗後であり、このように異教禁止令の後
も、私的な領域でも公的な領域でも異教神は祀られたことの貴重な例である。またイシス女神が、
港やアンノーナと深く関わる神であることがわかる。神の加護を乞うための祈願、供犠、供物は、
ローマ人にはないがしろにすることの出来ない義務と考えられたようだ。また、アンノーナを管理
するローマ知事に対し、運送業者からイシス神殿修復の強い要請もあったに違いない。 

イシスや異教神の登場する古代末期のもう一つの重要な要素として、アルフェルディによってカタ
ログ化されたUota Publicaコインである、いわゆる「コントルニアーティ」（縁付コイン）がある38。
ディオクレティアヌス帝からウァレンティアヌス 3 世時代まで鋳造され、多くの場合真鍮製で、た

図14．イシス像 図15．墓室M、くじ引き 図16．縁付コイン、くじ引き
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まにブロンズが使用されたものである。機能は明確ではないが、新年の祝日に、皇帝に忠誠を誓い
彼と帝国の健康を願うものに配られた引出物らしい39。表面に皇帝の肖像、裏面にエジプトの象徴

（イシス、セラピス、ホルス、アヌビス、ナイルの擬人像、スフィンクスなど）が刻まれたもの、
ブロンズ製のコインには、馬車競技、神話場面、異教神（セラピスも）、アレクサンダー大王、ネ
ロ、有名なギリシア・ローマの著述家や思索家が表現されていた。異教徒キリスト教徒を問わず、
エジプトのパンはローマ人にとって必要であって、エジプトはローマの「パン籠」として重要で
あった。新年のお祝いに豊かな食糧供給を祈る縁起物のコインを配ったと考えられる。エンソリ
は、「飢餓と先祖の宗教の軽視」を関係づけた異教徒の貴族シンマクスのテキストを引用している40。
深刻な問題であった都市ローマの食糧供給祈願とエジプトの神は深く関わっていた。 

VLC 壁画の中にも、このコインに刻まれた画像を手本にしている作品も目に付く。墓室 M の
《くじを引く兵士》（図15）の場面は、コントルニアーティの裏面に良く表現される戦車競技でのく
じ引きの場面（図16）をモデルとしている41。

4 世紀に活動中であったイシス神殿、エスクィリーヌス、クィリナリス、カラカラ浴場、カンプ
ス・マルティウスの 4ヵ所のみであった42。中でも、カンプス・マルティウスのイセウムは、アン
ノーナなど公的な穀物を扱う、公的な性格の神殿であった。国家の資金の出資があったため、より
大規模な施設であった。また、先述の通り、活動期は他の 3 つより長く、5 世紀まで生きながらえ
た。イシス信仰が、紀元後 1 世紀の半ばに、貴族の私的な礼拝から、大衆の公的な宗教へと変化し
たのは皇帝の後押しによる政治的なもので、特にドミティウス帝、ハドリアヌス帝、セウェールス
朝の皇帝らが、穀物、紫斑岩、その他の商品の輸入の点から、経済政治的重要性を認め、エジプト
の神々を贔屓したことによる。特にセウェールス朝から 4 世紀まで、食糧供給行政サービスである
アンノーナとの関係からイシス信仰は盛んになる。 

カンプス・マルティウスにある、アンノーナ船団によって運ばれてきた商品の倉庫（穀物、パピ
ルス、ガラス、麻、ストッパなど）43の守護神としてイシス・セラピス神殿が建てられた。ここか
ら大量のエジプト製の、あるいはエジプト風の建築部材の破片が出土している44。その神殿で使用
する聖水の貯水漕として三角形のデルタという名前の建築物が建てられていたことが、フォルマ・
ウルビス（セヴェールス時代の大理石の地図の 35 番からの再構成）からわかる。またポルティク
ス・ミヌキアでは、おそらく穀物配給が行われ、中に建てられたニンフ神殿は、公共穀物に関する
記録館として機能していた45。このイシスの聖域の略奪は 7-8 世紀で、聖域の上に聖堂（S.Maria 
Sopra Minerva と S.Stefano di Cacco）が建つのは 8-9 世紀である46。このようにカンプス・マル
ティウスのイシス神殿が長く命脈を保ったのは、食糧供給に関する切実な祈願と関わっていたから
であろう。 

アンノーナの守護神というイシスの側面から、VLC 墓室Ｎに表されたヘラクレス主題も説明で
きる。すなわち、隣の墓室Ｏにはデメテル－ケレス、カルタゴ擬人像など穀物関係の図像が表現さ
れる47。墓室Ｎ天井の麦綱とケシ、麦刈りのプットーは、デメテル－ケレス－イシス神の持物を表
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す。アルコソリウムに描かれたヘラクレスは、ヘラクレス－セラピスとして、ケルベロスを連れた
冥界の神と再生の神であるとともに、ケレスとともに12月21日に一緒に祝われる48。イシスとセ
ラピスは対の神であることから、墓室ＮおよびＯにヘラクレスとケレス（デメテル）が隣り合って
描かれたと解釈できる。またヘラクレスは、カクスと戦い、アテナとともにローマの川港の牛広場
の守護神として、地中海交易の商人たちを守る存在であった。

以上の点から、イシスやヘラクレスなど穀物と航海と死後世界を支配する神々を墓の主題として
選んだ VLC 壁画の発注者は、アンノーナに関わる職業に従事していたに違いない。オスティア・
アンティーカに残る運送業者の58の組合事務所が残る。床モザイクには、様々な職業のシンボル
が碑文とともにモザイクで表現される。アフリカ船団、カルタゴ船団、川筏船、ストッパなどの取
引先、取扱商品、船の種類など様々な組合の床モザイクを見ると、それぞれの特定の職業にふさわ
しい特定のモティーフが選択されているのがみてとれる49。VLC壁画において、モディウス（穀類
の測り枡）やアンフォラが墓Оに描かれているので、発注者は確実に穀物や油、ワインなどを運ん
だ業者なのだろう。一方、船や積み荷の運搬などに関する具体的な描写はないので、船長などのよ
うに具体的に船に乗組んだり、特定の海運業に携わったというより、大規模な投資家として、ある
いは官僚として関わった者であることが想像される。

ナウィクラリイイ（Navicularii）は、単なる船員ではなく、1 艘の船に自ら乗り組む船主から、
数多くの船を持ち部下に航海を任せて自らは乗り組まない大規模な実業家、船を持たないが莫大な
資本を海上交易につぎ込む大資本家まで様々なレベルがある。彼らは免税措置という特権が受けら
れた50。ローマのカタコンベに埋葬されたナウィクラリイの船の行先も、おそらくシチリアや北ア
フリカ、シリアなどであったことが想像できる。なぜなら、アレクサンドリア船団によってエジプ
トの穀物は、遷都後コンスタンティノポリスに運ばれたはずだからである51。

ナウィクラリイの守護神は、イシスとオシリスの夫婦神、ウェヌス、ヘラクレスとポセイドン、
ネプトゥヌス、ディオスクーロイなど様々あったが、特にイシスは少なくとも帝政初期には、エジ
プトから来る穀物船団の守護女神として抜群の人気を誇ったのであった。 

図17．レオの墓室墓碑、コモディッラのカタコンベ、
（Leo officialis ann（onae） si[bi] vivo fecit cubuculum in [A]dau（c）ti et Feli[c]is.）
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従ってVLC墓室Ｅ壁画にイシス像を発注した者は、地中海交易に深くかかわる職業のもの、特
にCorpus navicularii（船主組合）のメンバーであると考えられる。この船主組合は、ナウィクラリ
イの職業的組合で、初めは国家と対抗する時にメンバーの利益を守るため機能したが、代表者

（Patronus）を皇帝の近くの人間やローマ知事（Praefectus Urbi）や食糧長官（Praefectus Annonae）
などから選出した。レオはアンノーナの長官ではなく、一官僚に過ぎなかったが、コモディッラの
カタコンベに墓碑銘付きの豪華な墓室を残し（図17）、周辺の地下墓を開発する財力を持っていた。
モニュメンタルな壁画で装飾された私的なカタコンベの墓室は、このようなアンノーナ関係者によ
る出資が想定できる。 

結　論
イシス教は生命をもたらすナイルの氾濫の開始に星（シリウス）が及ぼす深い思惟に関係した、

また、水の持つ再生の力に関係した礼拝で、プトレマイオス朝の政治宗教的なプロパガンダとも深
く関わって発展した。また、航海、母性、託宣、治癒の神で、かつ知恵の神でもあり、ヘレニズム
の哲学の影響を受けて再生したため、多数の神を認めながらも唯一神信仰と超越神の特徴をも示す52。
イシスの預言と医療の信仰に関する言及は、エジプトの殉教伝で延べられる。アレクサンドリアの
司教キュリロスは、夢で神のお告げを受け、イシス神殿へ赴き、託宣を壊し、健康を祈りに来た信
者たちのいた神殿を壊し、その場所に二人の聖人キュロスとヨハネの遺物を埋葬して、アレクサン
ドリアに船で行き来する人々のための心の支えとなる教会を建立した53。 

バグノールによると、エジプト内部ではイシス教をはじめとする異教は 3 世紀半ばに経済的理由
もあり、全般的に不振となる54。しかしそれは 4 世紀に信仰が途絶えたということではなく、ナイ
ル川の祝祭日は、公的に非神格化された祝賀行事として 424 年まで祝われ、その後も明らかに長
く続いた55。人 （々特に富裕の貴族）が何の問題もなくイシス教や他の異教を私的にも社会的にも
許容し、さらに多神教が新プラトン主義のお蔭で、より哲学的にまた道徳的に整備されつつあるこ
とに業を煮やした教会は、イシスの宗教を根こそぎにする必要を強く感じたはずである。モザイク
などで大隆盛を遂げたナイル川モティーフには、命の水の恵みをイシスに帰する幅広い層に浸透し
たゆるぎない気持ちが現れていたからである。サンドの考えでは、この時キリスト教会は伝統的に
イシスと結びつけられているナイル川を、イシスからもぎ取りマリアへ、また魅力的な託宣をキリ
スト教化してマギやシビッラへ、ひき渡そうとした56。また、それまでナイル川が担っていた伝統
的な再生と新生を、アプシスの聖母子で表現しようとした。サンタ・マリア・マジョーレ聖堂のモ
ザイク装飾の図像に、女預言者が強調され、エジプトに関わる図像が多く採用されているのは、イ
シス女神に対抗する意図からであるとサンドは解釈している。またサンドの考えでは、知恵の女神
イシスに勝る知恵の概念（アフロディシアスのギリシア哲学、マギの東方の知恵、ユダヤの預言者
の知恵、シビルによるローマの知恵）がモザイクに表現されている57。無知なヘロデ王以外の全て
の知恵はキリストに敬意を払う。サンタ・マリア・マジョーレ聖堂内でエジプト図像がことさら多
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く凱旋門型アーチ、アプシス、身廊のモザイクで採用されているのは、やはりイシスを意識してい
るからであろう。さらに、葬祭美術から地上のバシリカ装飾に場を移すにあたって、ローマ戦勝記
念浮彫の集団戦闘場面を用い、貴族的な内容も十分も盛り込んで、キリスト教美術の公的な領域へ
の格上げを初めて可能にした。このようにして、「エジプト図像」はカタコンベの私的な美術から
バシリカ装飾の公的な美術の橋渡しをしたのである。

ヴィア・ラティーナ・カタコンベ壁画に描かれた異教神図像は、すでにキリスト教化した時代で
あっても、ローマ的な宗教観を保持したローマ人の心性を明確に示した例として位置づけられる。
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